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公立大学法人長岡造形大学中期目標（案） 

 

前文 

長岡造形大学は、平成６年の開学以来、新しい時代・社会を担う人材の養成と、地域社会

と協力しながら、地域課題の解決や地域資源の発掘などに取り組んできた。 

人口減少をはじめとする様々な問題や人工知能に代表される科学技術の進歩により、社会

はあらゆる分野で転換期を迎えようとしている。このようななか、豊かな感性と確かな表現

力によって思いを形創る「造形・表現」としてのデザインとともに、総合的な幅広い視野と

深い洞察力で社会が抱える問題の本質をとらえ、構想と試行検証を経て解決策を提示する

「問題発見・解決プロセス」としてのデザインを探求し、人々の生活や産業に新たな価値を

創り出すことのできる創造的人材の養成が求められている。 

そして、「造形を通して真の人間的豊かさを探求し、これを社会に還元することのできる

創造力を備えた人材を養成する」という建学の理念を体現し、地域はもとより、我が国及び

世界の発展に貢献する人材を輩出していくことは、「米百俵の精神」を大切にする長岡市民

の願いである。 

長岡市は、公立大学法人長岡造形大学が、自律的、弾力的、効率的な大学運営を行い、公

立大学の使命である地域貢献活動に力点を置きながら、市民に支持される魅力ある大学とし

て成長していくために、次の点を基本に中期目標を定める。 

 

 

１ 地域社会を実践的な学びの場としつつ、デザインに関する知識、感性、技術・技能に加

えて、ものごとに対する幅広い視野を養い、「造形・表現」としてのデザイン力と、「問題

発見・解決プロセス」としてのデザイン力を身に付け、人間的に豊かな社会の実現に貢献

できる人材を養成すること。 

 

２ 時代や社会の要請に応える実用的かつ実践的な研究を地域社会と協働で進めるととも

に、高度な専門性に基づくデザインの知識と技術の向上とデザインの役割や対象領域の拡

大を幅広く探求すること。 

  

３ 市民、企業、教育機関、自治体との連携を強化し、それぞれの特長を生かしながら協働

して、デザインを通じ地域課題の解決や新たな地域価値の創造に貢献すること。さらに、

そのプロセスや成果は地域にとどまらず、広く我が国及び世界に発信し波及させること。 

 

４ 大学を取り巻く社会情勢の変化に迅速かつ的確に対応できる運営体制を確立するため、

公立大学法人制度の特性を活かし民間的手法を取り入れながら、健全で効率的な大学運営

を行うこと。 

資料 ３ 
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第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 １ 中期目標の期間 

   令和２年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

  

２ 教育研究上の基本組織 

   この中期目標を達成するため、次のとおり教育研究上の基本組織を置く。 

学部 造形学部 

大学院研究科 造形研究科 

研究機関 地域協創センター 

 

 

第２ 教育に関する目標 

 １ 教育の成果、内容に関する目標 

（１）学士課程における教育 

     社会の要請を的確に認識し、様々な問題に対して創造的な解決策を提示するために

必要な構想力と造形力を備えた人材を養成する。 

 

（２）大学院課程における教育 

デザインの対象領域の拡大に対応しつつ、深く理論と応用を学び、新たな価値を創

造するために必要な高度な専門性や深い洞察力、企画・調整力を備えた人材を養成す

る。 

 

（３）入学者受入方針 

建学の理念及び教育目標の実現に向けて、目的意識や向学心が高く、優れた資質を

有する人材を積極的に受け入れる。 

 

（４）教育課程 

   各専門分野の特性、学士課程と大学院課程の連続性等に留意しつつ、「造形・表現」

としてのデザインと「問題発見・解決プロセス」としてのデザインを体系的に学ぶた

めのカリキュラムを編成する。 

    

（５）教育方法 

   学内にとどまらず、実践経験を通じて構想力、造形力を身に付ける地域社会と密着

したデザイン教育や学生の主体的な学修を重視した教育に力点を置いて取り組む。ま

た、より高い教育成果を目指して、授業形態、指導方法を不断に見直す。 
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（６）成績評価 

教育の質及び公正な評価を確保するため、学位授与基準と成績評価基準を厳格に運

用する。 

 

２ 教育の実施体制に関する目標 

（１）教員の適切な配置と教育力の向上 

    質が高く、きめ細やかな教育を実現するため、専門性や企画・調整力の高い教員を

適切に配置する。また、教員の教育力の向上を図るための組織的な取組を推進する。 

  

（２）教育環境の整備 

   教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、施設設備など教

育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応し、適切な維持管理・更新に

取り組む。 

 

 （３）教育活動の評価及び改善 

教育活動について、学生授業評価等を踏まえた内部検証を行うとともに、外部によ

る客観的な評価を実施し、それらの結果を教育活動に反映させ改善を図る。   

 

 （４）教育研究組織の見直し 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需要に的確に応

えていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証し、その結果を踏まえて

適切に見直しを行う。 

  

３ 学生への支援に関する目標 

 （１）修学・生活支援  

学内外での学生の活動状況に目配りし、学生が安心して充実した生活を送れるよう、

心身の健康管理、生活相談などを行うとともに、学習意欲の維持・向上や困難の解消

に向けたきめ細やかな修学支援を行う。 

    

（２）就職・進学等支援 

学生が適切に進路選択を行えるよう、低学年次からキャリア形成教育を実施すると

ともに、個々の状況に即した情報提供や助言など充実した就職・進学支援等を行う。 

 

４ 国際化に関する目標 

国際的な視野を持つ人材や海外で活躍することのできる人材の育成を図るため、国際

交流協定締結校との間での交換留学等の相互交流や、国際的な発表の場への積極的な参
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加を推進する。また、広く留学生の受入れを進める。 

 

 

第３ 研究に関する目標 

 １ 研究の内容及び水準に関する目標 

   「造形・表現」及び「問題発見・解決プロセス」の両面において、デザインの質の向

上と可能性の拡大を幅広く探求するとともに、時代や社会の要請に応える実用的かつ実

践的な研究を進める。 

  

 ２ 研究の成果に関する目標 

   研究成果の有効活用を図るため、蓄積された教員・学生の研究成果を体系的に整理し、

幅広く公開する。 

 

３ 研究の実施体制に関する目標 

研究力の深化を図るため、地域の企業、高等教育機関、自治体、コミュニティ等との

連携を強化し、その研究成果を発信することにより、様々な研究課題に取り組むための

体制や、外部からの支援・協力を得ることが可能な研究実施体制を構築する。また、学

内にとどまらず、まちなかでの実践的な研究が実施できるよう、環境を整備する。 

   

 ４ 教育研究組織の見直しに関する目標 

時代の変化に対応しつつ常にデザインに対する社会の要請や学修需要に的確に応え

ていくとの観点から、不断に教育研究組織の在り方を検証し、その結果を踏まえて適切

に見直しを行う。[再掲] 

 

 

第４ 地域貢献に関する目標 

１ 地域社会との連携に関する目標 

地域社会と協働し、デザインを通じた地域課題の解決や新たな地域価値の創造を目指

す。また、子供から大人まで生涯にわたる学習機会を提供し、文化活動の振興に貢献す

る。 

 

２ 産業振興に関する目標 

企業、自治体、教育機関、金融機関等と連携し、研究成果や人的資源を活かして事業

支援を行うことで、地域の産業振興に貢献する。 

 

３ 若者の長岡への定着に関する目標 
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   市内在住の高校生及び市内高校出身者の積極的な受入れを図る。また、卒業後におけ

る長岡への定着促進にも資するよう、市内企業及び自治体と連携した学生及び卒業生に

対するキャリア形成支援に取り組む。 

  

 

第５ 業務運営等に関する目標 

１ 業務運営の改善に関する目標 

（１）運営体制の改善 

    公立大学法人制度の特性を活かした自律的、弾力的、効率的な大学運営を行う。 

 

 （２）適正な人事の実施 

    職員の意欲を高めつつ、教育研究活動や業務運営の質的向上等を図るため、評価制

度を不断に見直しつつ、適正な人事を行う。 

     

（３）事務の効率化及び合理化 

    事務職員の資質と能力を高めるとともに、事務処理の効率化及び合理化に取り組む。 

 

 ２ 財務内容の改善に関する目標 

 （１）経営の安定化に向けた自己収入の確保 

学生納付金による収入については、適切な金額設定により、安定した収入の確保に

努める。また、競争的研究資金、受託研究、共同研究、寄付金、受講料等の外部資金

の獲得に積極的に取り組む。 

    

（２）予算の効率的な執行 

    教育研究の水準の維持向上に配慮しながら、業務運営の徹底した効率化と合理化に

より経費節減に努める。 

 

（３）資産の適正な運用管理 

    所有する資産について、常に正確に状況を把握するとともに、効果的な活用方法を

検討し、適正な運用管理を行う。 

     

 ３ 自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標 

 （１）自己点検・評価 

教育研究及び業務運営の改善に資するため、自己点検・評価の定期的な実施ととも

に、第三者機関による外部評価を受け、結果を公表する。 
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 （２）情報公開の推進 

     社会に対する説明責任を果たすとともに、広く大学への理解と支持を得るため、教

育研究活動、地域貢献活動及び運営状況について積極的な情報発信に取り組む。 

   

４ その他業務運営に関する目標 

（１）社会的責任を果たすための取組 

     公立大学法人としての社会的責任を果たすため、法令遵守の徹底や環境配慮の実践

等に組織的に取り組む。 

 

（２）施設設備の整備、活用 

     教育内容の変化や技術の進展に対応し、費用対効果に留意しつつ、施設設備など教

育環境の充実を図る。また、経年による機能低下に対応し、適切な維持管理・更新に

取り組む。[再掲] 

また、施設設備の有効活用を図る。 

 

（３）安全管理 

学内の安全衛生管理の向上に努めるとともに、様々なリスクを想定して危機管理に

取り組む。 

 


